
月刊☆里親だより 第 60 号 2014 年 10 月 10 日（金）発行 公益財団法人 全国里親会 

 

〒107-0052東京都港区赤坂 9-1-7-857 ☎03-3404-2024 FAX03-3404-2034 E-mail:info@zensato.or.jp 

  

 
 

◆運営委員会を開催 

 9 月 25 日（木）、全国里親会事務所で運営委員会が

開催されました。おもな議題は、①10月 18日（土）・

19日（日）に開催される全国里親大会おかやま大会の

準備。代表者会議の開催――事前に地域の会長にアン

ケートを実施して地域の里親会の活動状況、課題、全

国里親会への要望などを集約しておく。また、ユース

の集いの準備、②日本フォスターケア研究会（JaFCA）

の立ち上げ、③里親会女性リーダーセミナーの開催、

などについて話し合われました。具体化したものから

順次お知らせしていきます。 

 

◆子ども虐待防止世界会議が開催 

 9月 14日（日）～17日、名古屋国際会議場でＩＳＰ

ＣＡＮ（子どもの虐待防止世界会議）が開催されまし

た。世界会議は 2年に一度開催され、今回で 20回目。

日本での開催は初めてです。約 70 カ国・地域から約

2500人の医師や研究者らが参加しました。講演やパネ

ルディスカッションが数多く開催され、虐待防止への

思いを新たにしました。 

 

◆第 3回チャイルドエイドを開催します 

 子育てに関わる団体が「Child Aid LAVE実行委員会」

を組織して虐待防止のキャンペーンを行います（全国

里親会も委員）。「よしもとクリエイティブ・エージェ

ンシー」との協働で、11月8日（土）は「FUN TO DANCE!!!」、

９日（日）はデーモン閣下を中心にしたライブを行い

ます。いずれも場所は東京渋谷の国立代々木競技場渋

谷プラザ「AiiA Theater Tokyo」。 

 8日（土）に行われる「FUN TO DANCE!!!」は今年初

の企画で、子どもたちに人気のダンサーやキッズダン

サーによるライブ。子どもに夢と楽しさをおくるイベ

ントになっています。とくにダンスの好きな子どもに

は必見。小学生以上、里親も同行が条件になります。

ぜひ多くの子どもたちとともにご参加ください。 

詳しくはＨＰ（http://childaid.jp/）をご覧くださ

い。 

 

■■■■■ 数字で見ていく里親制度② ■■■■■■ 

 福祉行政報告例から里親制度の現状を数字で見てい

くことにします。 

◎委託児童は 10年でどれだけ増えたのか 

 平成 14年と最新データの平成 24年で、委託児童数

を見てみると、2517 人から 4578 人へと増えており伸

び率は 181.9％。2倍近い伸びとなっています。 

◎10年間で委託児童の年齢の変化は―― 

年齢別に 10 年間の伸び率を比較すると「0 歳」が

201.4％（69人→134人）の伸びと平均よりも高くなっ

ていますが、「1～6歳」は 126.6％（1026人→1299人）。

0 歳を除く乳幼児の里親への委託率は平均の伸び率よ

りも低くなっています。そして「7～12歳」が 206.2％

（735人→1508人）、「13～15 歳」が 227.9％（358人

→816人）、「16歳以上」が 249.5％（329人→821 人）

と、学童、中高校生の里親への委託が 2倍を超えてい

ます。 

10 年前（平成 14 年度）には、里親に委託される児

童のうち「1～6歳」が 40.8％を占めて、他の年齢区分

に比べて最も多かったのですが、現在（平成 24年度）

は 28.4％を占めるだけで、「7～12 歳」が 32.9％と、

年齢区分の中でこの層が最も多くなっています。 

ひと口に言えば、里親に委託される子どもの年齢が

高くなってきている、と言えます。このことは、里親

に求められる養育スキルが変化してきた、と考えるべ

きでしょう。乳幼児期から委託されていても思春期の

子どもへの対応には難しいものがありますが、高齢児

童を新規に委託される場合、さらに難しくなると考え

られます。里親支援についてもこの点に着眼しておく

必要があるでしょう。 

◎高齢児童の委託が多い専門里親 

高齢児童の委託の多い里親の種類としては、専門里

親と親族里親、ファミリーホームです。当然ともいえ

ますが、養子縁組を希望する里親には乳幼児の委託が

多くなっています。 

専門里親の場合「1～6 歳」は 13.2％（26 人）を占

めるだけですが、「7～12 歳」で 40.1％（79 人）、「13

から 15歳」が 23.9％（47人）、「16歳以上」が 22.8％

（45人）となっており、中高校生の委託が半数近くに

なっています。 

中高校生が新しい家庭に適応するには、本人たちに

とっても里親にとっても容易ではないことが予想され

ます。特に専門里親に委託される児童は虐待を経験し

ていたり、非行傾向、障害を持つ児童なので、一層難

しいと思われます。 

 

◎公益財団法人全国里親会理事（平成 26年７月１日現

在） 

本紙 56号（6月号）で新理事についてお知らせしま

したが、ブロック会長の任期や登記日の関係等、説明

不足のため誤解されるところがありましたので、改め

て現在の理事をご紹介します。（敬称略） 

会長：星野崇、副会長：御所伸之、木ノ内博道、 

理事：武藤素明、長井晶子、寺山正吉、中嶋嘉津子、

小田切則雄、欠田長平、落合慧、藤本忠嗣、赤木睦男 
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